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平成 30 年度事業報告 
 

「はじめに」 

公益社団法人 兵庫県臨床検査技師会は、衛生思想の普及啓発及び臨床検査技術の振興を通じて、地域保

健事業への協力を行うとともに、臨床検査の技術及び知識の高揚を図り、もって公衆衛生の向上と県民の

健康の保持、増進に寄与することを目的とし、３つの公益事業（公衆衛生の向上及び臨床検査に関する普

及啓発を目的とする事業、臨床検査の標準化調査及び精度管理指導を目的とする事業、学術及び技術の振

興を目的とする事業）と２つの共益事業（会員の資質を向上させる事業、広報事業）を軸に様々な活動を

展開している。 

 公衆衛生の向上及び臨床検査に関する普及啓発を目的とする事業は、公益事業部と渉外部が担当し、水

平横断的に連携し、県民の健康増進と疾病予防、公衆衛生の向上を目指した市民公開講座やがん検診を促

進する PR 活動等を実施した。また、多職種連携を意識し、医療職団体協議会、プライマリ・ケア協議会、

糖尿病療養指導士連合会等へも積極的に参加した。 

 臨床検査の標準化調査及び精度管理指導を目的とする事業は、精度管理事業部が担当し、平成 30 年 12

月に施行された改正医療法への対応も視野に入れながら、兵庫県医師会と連携して臨床検査の精度保証の

ために県下の施設を対象とした調査及び指導を行った。 
 学術及び技術の振興を目的とする事業は、学術部が担当し、専門的な知識、技術を高め、高度医療や先

進医療への対応を意識した研修会や、基礎的な研修会などを実施した。また、より快適な研修環境の構築

を目的として、当会研修センターに音響投影設備を設置した。 

 会員の資質を向上させる事業は、組織部と渉外部が担当し、組織地区活動を通じ、会員相互の情報交換

と技術や知識の向上を図るとともに会員の意見が技師会活動に反映するように務めた。 
 広報事業は、広報部が担当し、当会の活動を会員及び一般の皆様によりわかりやすく伝達するため、各

種広報媒体を活用した情報発信、啓発、及び取材活動を行った。また、携帯端末から研修会情報が閲覧で

きる仕組みを開始し、会員サービスの向上を図った。 

当会の事業が円滑かつ活発に行えたのは、会員各位および賛助の皆さま及び兵庫県をはじめ、兵庫県医

師会等の医療職団体各位の協力のお陰であると深く感謝致します。今後、更に皆様方のご指導、ご鞭撻、

ご協力を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。 

 

 

【第１号議案】 

 
Ⅰ．法人事務局 
 

【総務部】 

１．会務執行体制 

理事会の議を経て各局・各部の会務を執行した。 

事務作業は、臨時職員 3名体制により、経済性に配慮しながら迅速かつ効率的に実施した。 

HYOGO ニュース、ホームページ及び日臨技システムの一斉メールを活用し、会員への迅速な情報提供

を実施した。 

国・都道府県公式公益法人行政総合情報サイトに電子申請を行った。 

 平成 30 年度事業計画（平成 30 年 3 月 29 日） 

 平成 29 年度事業報告（平成 30 年 6 月 30 日） 

２．総会 

平成 30 年度定時総会を開催。（平成 30 年 6 月 10 日） 

平成 30 年度臨時総会を開催。（平成 31 年 3 月 21 日） 

３．関連団体への対応として行政及び関連団体への委員、役員等の派遣を行った。 

・精度管理専門委員（兵庫県、神戸市、姫路市） 

・日臨技、日臨技近畿支部 

・健康ひょうご 21 県民運動推進会議 

・兵庫県医師会臨床検査データ標準化協議会 

・兵庫県プライマリ・ケア協議会 
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・糖尿病療養指導士兵庫県連合会 

・兵庫県合同輸血療法委員会 

・兵庫県医療職団体協議会 

・兵庫県がん診療連携協議会委員 

・東播磨圏域新型インフルエンザ協議会 

・生活習慣病検診等管理指導懇話会構成委員（大腸がん） 

４．各種表彰について 

平成 30 年春の叙勲 受賞（瑞宝双光章）1名 

平成 30 年度公益財団法人兵庫県健康財団会長表彰（がん予防功労賞） 1 名 

兵庫県自治賞             2 名 

兵臨技平成 30 年度 功労賞      1 名 

        学術奨励賞      2 名 

５．規程等制定 

  組織運営規程を一部改定した。  

  ・化学免疫検査研究班とする。 

  ・学術部の班長・班員を理事会承認とする。 

６．兵臨技 研修センターについて 
   映像・音響システムを導入し、研修会の利便性の向上を図った。 
７．事務作業の迅速化・簡素化 
   各種会議は兵臨技研修センターを活用し、経費の削減に努めた。理事会等の資料・報告書等の伝達及 
  び保管については電子化に努め、コスト削減・業務の効率化を図った。また、会務諸連絡は電子メー 
  ル等の電子媒体を活用し、情報伝達の迅速化、共有化を行った。 
８．JAMT「会員一斉メール」の使用について 

 現在、会員管理を日本臨床衛生検査技師会「都道府県技師会専用サイト」で行っている。本システム 

  の会員一斉メール機能を利用して、兵臨技からの案内を配信している。 

９．平成 31 年 3 月 20 日現在の会員状況 

  地区別正会員数状況（正会員数） 

 施設数 会員数 

神戸地区 124 933

阪神地区 61 488

丹但地区 16 103

東播地区 51 431

西播地区 45 381

その他 0 8

合計 297 2344

 賛助会員数 63 社 

 

   

  【経理部】 

 

（第 2号議案）平成 30 年度 公益社団法人 兵庫県臨床検査技師会決算を提出する。 

＜報告書類＞貸借対照表、正味財産増減計算書、財務諸表に対する注記、財産目録 

    収支予算事業別区分経理内訳表（G表） 

 

 

Ⅱ．事業推進局 

 
【公益事業部】公衆衛生の向上及び臨床検査に関する普及啓発を目的とする事業（公 1） 

 県民に対して公衆衛生、保健・医療、臨床検査の重要性や有効性に関連する情報提供を通し、疾病予防

の関心を高め、健康診断受診率の向上を図り、公衆衛生の向上を図ることを目的として各事業を実施した。 
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１．各協議会との協働参画事業 

 （１）兵庫県看護協会主催の「看護フェア」イベント 

【開催日】平成 30 年 11 月 17 日（土） 

【会場】兵庫県看護協会会館 

【内容】「地域の中で自分らしくいきる」をテーマにメインホールでは減災教育や映画上映が行われ、各フ

ロアでは健康相談や健康チェック、介護用品の展示などが行われた。当会の体験コーナーでは、

超音波診断装置 3 台で簡易頸動脈エコー検査体験を実施し、動脈硬化の病態と検査に関するポス

ターを掲示した。 

【参加者】221 名 

 

（２）兵庫県がん連携協議会検査セミナー 

【開催日】平成 30 年 12 月 8 日（土） 

【会場】兵庫県私学会館 

【内容】「婦人科領域のがん」検査と治療 up to date  

１．病理検体を用いた遺伝子検査の留意点 

  演者：佐々木 伸也 先生（堺市立総合医療センター 臨床検査技術科 副技師長） 

2. 婦人科領域の細胞診   ～ 病理組織像を基盤とした子宮頚部腺系病変の見方と捉え方 ～ 

  演者：畠 榮 先生（神戸常盤大学 保健科学部 医療検査学科 教授） 

3.アップデート 婦人科癌の臨床 

  演者：蝦名 康彦 先生（神戸大学大学院医学研究科外科系講座産科婦人科学分野 准教授） 

【参加者】114 名 

 

（３）第 46 回兵庫県医療職団体協議会合同研修会 

【開催日】平成 31 年 2 月 10 日（日） 

【会場】兵庫県看護協会会館 

【内容】テーマ：西日本災害を踏まえて「災害における各団体の取り組み・支援」 

第 1部：各医療職団体の「災害」における取り組みについての講演 

当会：「災害時における兵庫県臨床検査技師会の受援と支援」 

講師：安部 史生 先生（神戸赤十字病院 検査部係長 兵庫県災害医療コーディネーター） 

第 2部：基調講演 

「わが国における災害時医療の進歩と課題 医療職の連携を図るには？」 

講師：中山 伸一 先生（兵庫県災害医療センター センター長） 

【参加者】126 名 

 

（４）災害訓練活動 

平成 30 年度兵庫県但馬地域合同防災訓練 

【開催日】平成 30 年 9 月 2日（日） 

【会場】香住小学校 

【内容】兵庫県企画県民部災害対策局災害対策課が窓口となり、「兵庫県で策定した「日本海津波浸水シミ 

ュレーション」を踏まえて、郷村断層帯地震及び津波による被害を想定した訓練を実施。 

【参加者】6名 

 

２.啓発事業 

（１）子宮頸がん健診促進「子宮の日」LOVE49 キャンペーン in KOBE 2018 

【開催日】平成 30 年 4 月 7日（土）〜 8 日（日） 

【会場】大丸芦屋店、大丸神戸店、大丸須磨店 

【内容】上記開催場所にてミニコンサート（弦楽 2重奏、4重奏、フルートデュオ、にこいち）、 

2 日間の配付資料数は 6,000 部で昨年度実績を 3,400 部上回った。また、平成 30 年は恒例のミニ

コンサートや学生フォーラムに加え、駅前広場を活用した乳がん検診、献血、検査コーナーなど

も実施し、健康フェア的な企画となった。本催しは、厚生労働省の後援を得て各都道府県により

全国展開されているが、兵庫県の資料配付枚数は最も多く、多団体による実行委員会形式を含め

トップクラスであり、公益法人として参加価値がある活動と考えられる。 
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【参加者】両日合わせて実務委員として 23 名 

 

（２）平成 30 年度 全国「検査と健康展」 

【開催日】平成 30 年 10 月 7 日（日） 

【会場】神戸常盤大学 

【内容】全国規模で実施した「検査と健康展」の兵庫県会場として開催 

臨床検査専門医による健康相談コーナー 

臨床検査専門医会より臨床検査専門医を派遣して頂き、パネルで相談コーナーを囲いプライバシ 

ーを保ち、臨床検査に関する質問等に対応した。 

臨床検査相談（臨床検査説明と臨床検査に関する相談事項） 

臨床検査技師も検査相談に立ち会い、実際に相談の様子を学んだ。 

また、各種検査実施後に検査の意義や目的など説明も行った。 

臨床検査に関する広報活動 

日臨技が作成した臨床検査や臨床検査技師に関する資料の配布。臨床検査振興協議会が作成した、 

臨床検査に関する DVD 及び、臨床検査技師になるための DVD も放映した。 

検査体験コーナー 

頸動脈エコー:252 名、体組成測定:251 名、ヘモグロビン測定：283 名、血管年齢：303 名、 

物忘れ検査：93 名、臨床検査医への検査相談へ 72 名と多数の方に検査を体験して頂けた。 

 

(３)平成 30 年度 兵庫県 健康福祉まつり 

【開催日】平成 30 年 10 月 20 日（土）～ 21 日（日） 

【会場】県立明石公園及び周辺 

【内容】毎年 1回、兵庫県内の各地域持ち回りで開催している「ふれあいフェスティバル」へ参加し、   

 以下を行った。 

1. 12 月１日の世界エイズデーに向けた活動 エイズ・性感染症に関する情報等の配布、資料展示    

  を行い一般の方々への啓発活動  

2. 臨床検査に関する広報活動  

3. 日臨技が作成した臨床検査や臨床検査技師に関する資料、がん検診に関する資料の配布配布を 

  通し、臨床検査に関する広報活動 

4．検査体験：血圧測定  238 名、頚動脈エコー 610 名、ヘモグロビン検査 797 名、血管年齢 

       867 名、体組成検査  564 名 

 

（４）平成 30 年度新春セミナー  

【開催日】平成 31 年 1 月 5 日（土） 

【会場】神戸商工貿易センタービル 

【内容】大規模災害に学ぶ 

災害時の対応は、マニュアルに縛られず柔軟に行動する必用性について説明された。実体験に基

づいた貴重な講演であり、参加者から好評を得ていた。 

【講師】清元 秀泰 先生 (東北大学 東北メディカル・メガバンク機構 客員教授) 

【参加者】103 名 

 

（５）HIV・エイズ及び STI 予防啓発キャンペーン 

【開催日】平成 31 年 1 月 21 日（月） 

【会場】神戸常盤女子高等学校 

【内容】女子高校生を対象にした HIV・STI 予防啓発講演会 

性感染症を知ってもらうと同時に、臨床検査をすることで早期発見に役立つことを講演して頂 

いた。また、臨床検査技師という仕事を高校生に知ってもらうための資料配布と臨床検査技師 

になるための方法を伝えた。 

【講師】原田 佳世子 先生（兵庫医科大学 産科婦人科学） 

【参加者】97 名（高校生 94 名、教諭 3名） 

 

 

6



 

３．市民公開講座 

（１）第 8回医療公開講座 

【開催日】平成 30 年 7 月 22 日（日） 

【会場】太子町立文化会館 あすかホール 

【内容】一般市民向けの医療に関する講演会 

１．なるほどガッテン下肢静脈瘤～しくみと治療法～ 

演者：長尾 俊彦 先生（赤穂中央病院 院長） 

２．足の痛みや腫れ、血管からきているのかも？～こんな症状にこんな検査～ 

演者：河谷 浩 先生（姫路赤十字病院 検査技術部） 

【参加者】248 名 

 

（２）第 9回市民公開講座 

 【開催日】平成 30 年 8月 19 日（日） 

 【会場】公立豊岡病院 

 【内容】もっと知ろう糖尿病～最近の話題提供を含めて～ 

【講師】岸本 一郎 先生（公立豊岡病院 内分泌・糖尿病内科 部長）  

【参加者】61 名 

 

４．臨床検査技師のための認知症対応力向上講習会 

【開催日】平成 30 年 7 月 21 日（土）～ 22 日（日） 

【会場】兵臨技研修センター 

【内容】日臨技では厚生労働省より公開された「認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）」が目指す

戦略目標に呼応すべく、認知症診断に欠かせない神経心理学的検査をより多くの臨床検査技師が

担当できることを目指し、「臨床検査技師のための認知症対応力向上講習会事業」を推し進めた。

今回、第２回目としてビデオ講義と実技実習のほか基調講演も実施した。 

基調講演：「認知症の病態と検査・治療について」 

講師：武田 正中 先生（兵庫医科大学 内科学 神経・脳卒中科 臨床教授） 

【参加者】30 名 

 

 

【精度管理事業部】臨床検査の標準化調査及び精度管理指導を目的とする事業（公 2） 

 

 医療法の一部改正があり精度管理の普及や重要性が高まる中、臨床検査の標準化調査及び精度管理指導

に関する事業は、県と兵庫県医師会、当会が共同で行う事業で、県の臨床検査実施機関の臨床検査データ

の標準化、共有化を図ることで、県民に信頼性の高い臨床検査データを提供することを目的として実施し

た。 

 

【実施】平成 30 年 11 月  

【評価・報告】平成 31 年 3 月 

【参加施設数】127 施設 

【調査概要】日臨技精度管理システム（JAMTQC）により、申込み・結果報告、集計、解析等を行う。 

【調査項目】一般検査（便潜血検査）、血液検査（一般検血、凝固検査）、生化学検査（肝機能、腎機能、

脂質、糖尿病）、微生物検査、病理検査、輸血検査、血液ガス、フォトサーベイ（尿・血液・

細胞・微生物） 

【調査内容】各検査調査項目に対して、当会から配布した試料を個々の施設で行う検査方法・測定機器に

て測定し、その測定値を当会精度管理事業部で集計、統計学的手法（目的検査項目の平均値、

標準偏差値、変動係数等）で分析を行い、各施設に報告すると共に医師会と当会が参加施設

を対象に報告会を開催した。 

調査後のフォローとして、統計学的手法から逸脱する施設に対しては従来から生化学項目に

対して再測定、文書による通知等の指摘、指導を行ってきたが、今年度からその他の項目に

ついても実施状況を調査し、学術部が指導するなど手厚いサポートを行った。写真や細胞画

像等から所見判定を問う調査（フォトサーベイ）は、所見（エピソード）、細胞、細菌等から
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想定される病名や種類等を総合的に判断する知識と能力を問うものであり、病理標本はその

染色性を評価するものである。 

    評価については、昨年同様 A・B・Cの 3段階とし施設別評価表にその一覧を掲載した。 

【調査報告】調査結果は解析資料集として参加証とともに施設に送付した。施設別評価表は、JAMTQC から

自施設分のみ閲覧・出力可能とした。また、参加証、解析資料集についても同サイトに掲載

し出力可能とした。 

 

 

【学術部】学術及び技術の振興を目的とする事業（公 3） 

 

 臨床検査は、医療の中でもっとも重要性の高いものの 1 つであり、診断、治療効果の判断材料とされて

いる。本事業はそれら日進月歩で進化する医療の知識や技術に対応するため臨床検査技師・医療関連職種

の資質の向上が必須である。学術活動を通じて最新の医療の知識や技術を習得し、安全で安心な医療を目

指して会員の資質向上を図るため、年間を通じて専門分野ごとに数多くの研修会及び技能習得のための実

習会を開催した。また、今年度は、日臨技・兵庫県臨床検査技師会主催の第 1 回多職種連携のための臨床

検査技師育成講習会を開催した。他の職種と関わりを持ちチーム医療の一員として活躍できる臨床検査技

師の育成は、今後必至の要件であり多職種の講師をそろえて 2日間のカリキュラムで開催した。 

 

＜臨床検査技師を対象とするもの＞ 

 

１．学術研修事業 

 実務経験に応じたレベルごとの研修や、多様な臨床検査技術に関する各種研修を実施し、臨床検査技師

の専門的な知識、技術を高め、高度医療や先進医療に対応できる人材の育成を目的とし開催した。 

（１）微生物検査研修：研修回数 10 回、参加者 433 名 

（２）免疫血清検査研修：研修回数 7回、参加者 177 名 

（３）血液検査研修：研修回数 7回、参加者 250 名 

（４）臨床化学検査研修：研修回数 4回、参加者 105 名 

（５）病理細胞検査研修：研修回数 15 回、参加者 328 名 

（６）生理検査研修：研修回数 8回、 参加者 388 名 

（６）一般検査研修：研修回数 11 回、参加者 392 名 

（７）輸血検査研修：研修回数 5回、参加者 238 名 

（８）遺伝子検査研修：研修回数 2回、参加者 26 名 

（９）管理・教育研修：研修回数 7回、 参加者 371 名 

（10）チーム医療研修：研修回数 7回、参加者 198 名 

多職種連携のための臨床検査技師育成講習会：参加者 31 名 

第 24 回兵庫県医学検査学会、第 28 回東播地区研修会合同開催：参加者 108 名 

 

２．就労研修事業 

 医療機関及び検査機関等において有能な臨床検査技師の確保・定着を促進し、地域における臨床検査の 

 迅速化、正確化を図るため、臨床検査からブランクのある離職者および担当業務よりブランクのある会 

 員に対して専門的な実践研修会を実施した。 

（１）微生物検査：研修回数 2 回、参加者 75 名 

（２）輸血検査：研修回数 1 回、参加者 45 名 

（３）細胞診検査：研修回数 11 回、参加者 334 名 

（４）超音波検査：研修会回数 1 回、参加者 66 名 

 

３．臨床検査支援事業 

（１）県民に対し、臨床検査内容を適切に説明できるよう、臨床検査情報の提供を行うための知識・技能 

   等を習得するため、研修会等において指導を行った。 

（２）県内各地域で研修会を開催し、地域で勤務する臨床検査技師の修学・技術習得意識の向上を図り地 

   域の臨床検査技師の資質向上を図った。 
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Ⅲ．組織活動局 
 

【組織部】会員の資質を向上させる事業（他 1） 

 

 地区活動を通じ、会員相互の情報交換と技術や知識の向上を図るとともに会員の意見が技師会活動に反

映されるように以下の事業を行った。 

 

１．組織強化及び情報交換・共有化事業 

  実施内容：施設責任者･連絡者会議の開催、検査情報共有化 

 

＜丹但地区＞ 

（１）施設責任者・連絡者会議 

【開催日】平成 30 年 8 月 19 日（日） 

【会場】公立豊岡病院 会議室 

【参加者】8施設 10 名 

 

（２）第 39 回丹但地区研修会、第 9回市民公開講座 

【開催日】平成 30 年 8 月 19 日（日） 

【会場】公立豊岡病院 講堂 

【参加者】研修会 62 名、市民公開講座 61 名 

 

（３）第 40 回丹但地区研修会 実行委員会 

【開催日】平成 31 年 2 月 9 日（土） 

【会場】朝来医療センター 集団指導室 

【参加者】7名 

 

（４）第 13 回丹但地区学術組織合同研修会 

【開催日】平成 31 年 2 月 23 日（土） 

【会場】朝来医療センター 会議室 

【参加者】33 名 

 

＜西播地区＞ 

（１）平成 30 年度 第 1回西播地区 地区会議 

【開催日】平成 30 年 4 月 18 日（水） 

【会場】太子町あすかホール 2Ｆ 会議室 

【参加者】18 施設 27 名 

 

（２）平成 30 年度 第 6回西播地区研修会 

【開催日】平成 30 年 5 月 6 日（日） 

【会場】太子町あすかホール 研修室 

【参加者】78 名 

 

（３）平成 30 年度 第 2回西播地区 地区会議 

【開催日】平成 30 年 6 月 13 日（水） 

【会場】太子町あすかホール 2Ｆ 会議室 

【参加者】17 施設 25 名 

 

（４）第 36 回西播地区研究発表会・第 8回医療公開講座 

【開催日】平成 30 年 7 月 22 日（日） 

【会場】太子町立あすかホール 

【参加者】研究発表会 190 名、医療公開講座 248 名 
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（５）平成 30 年度 第 3回西播地区施設責任者・連絡者会議 

【開催日】平成 30 年 8 月 22 日（水） 

【会場】太子町施設 会議室 

【参加者】14 施設 22 名 

 

（６）平成 30 年 第 7回西播地区研修会 

【開催日】平成 30 年 11 月 25 日（日） 

【会場】太子町あすかホール 研修室 

【参加者】79 名 

 

（７）平成 30 年度 第 8回西播地区研修会  

【開催日】平成 31 年 3 月 24 日（日） 

【会場】太子町あすかホール 研修室  

【参加者】84 名 

 

（８）平成 30 年度 第 4回西播地区 地区会議 

【開催日】平成 31 年 3 月 27 日（水） 

【会場】太子町あすかホール 2Ｆ 会議室 

【参加者】16 施設 21 名 

 

＜東播地区＞ 

（１）第 1回東播地区ナイトセミナー 

【開催日】平成 30 年 7 月 20 日（金） 

【会場】北播磨総合医療センター 大会議室  

【参加者】31 名 

 

（２）第 2回東播地区ナイトセミナー 

【開催日】平成 30 年 11 月 16 日（金） 

【会場】加古川中央市民病院 光(きらり)ホール 

【参加者】80 名 

 

（３）平成 30 年度 東播地区施設責任者・連絡者会議 

【開催日】平成 31 年 2 月 16 日（土） 

【会 場】加古川総合保健センター マリンガホール 

【参加者】13 施設 20 名 

 

（４）第 28 回東播地区検査研修会・第 24 回兵庫県医学検査学会 

【開催日】平成 31 年 2 月 16 日（土） 

【会場】加古川総合保健センター ウエルネージホール 

【参加者】124 名 

 

＜神戸・阪神地区＞ 

（１）平成 30 年度 阪神・神戸地区合同施設責任者･連絡者会議 

【開催日】平成 30 年 8 月 4日（土） 

【会 場】兵臨技研修センター 

【参加者】8施設 8名 

 

（２）新人会員研修会 

【開催日】平成 30 年 8 月 4 日（土） 

【会場】兵臨技研修センター 

【参加者】46 名（新人会員 31 名、会員 9名、賛助会員 1名、講師 2名、理事 3名） 
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（３）施設交流会（新人会員歓迎会） 

【開催日】平成 30 年 8 月 4 日（土） 

【会場】神戸創作料 Dining 縁－えにし 

【参加者】70 名（新人会員 25 名、会員 4名、賛助会員 27 名、理事 14 名） 

 
２．職業紹介事業（担当：渉外部） 

 県内の求人情報の提供（HYOGO ニュース紙面にて延べ 21 施設紹介）を行った。 

 

３．業務疑義照会（担当：渉外部） 

  会員及び施設からの検査業務に関する問い合わせ（4件）に対して回答を行った。 

 

 

【広報】広報事業（他２） 

 

平成 30 年度事業概要のもと、当会の活動を県民への広報と機関紙及び会報発行を行い会員相互への情報

提供、職業意識の共有化を図るため、各種広報媒体を活用した情報発信と効果的・効率的な啓発活動を展

開した。 

 

１．会報、機関紙の発行 

（１）会報「HYOGO JOURNAL」について 

  新春特集（会員向け事業報告） 

  第 40 巻 第 1号（通巻 244 号）平成 31 年 2 月 15 日発行 

（２）機関紙「HYOGO ニュース」について(月間行事予定表を含む) 

  毎月発行 第 339 ～ 350 号 

 

２.ホームページの随時更新掲載（臨床検査情報センター） 

（１）市民公開講座、講演会、学会、研修会などの案内と報告 

（２）医療関連情報の提示、施設および賛助会員紹介など 

（３）精度管理事業の公開（案内、報告など） 

（４）関連団体の学会、研修会などの案内 

（５）サテライト研修会の案内 

（６）Web 行事予定表運用開始（動画配信・ご意見入力フォームなどを追加） 

 

３．取材活動 

（１）「子宮の日」LOVE49 キャンペーン in KOBE  

【開催日】平成 30 年 4 月 8日（日） 

 

（２）第 8回 医療公開講座・第 36 回 西播地区研究発表会 

「なるほどガッテン 下肢静脈瘤～しくみと治療法～」 

「足の痛みや腫れ、血管からきているのかも？～こんな症状にこんな検査～」 

【開催日】平成 30 年 7 月 22 日（日） 

 

（３）第 9回 市民公開講座（第 39 回丹但地区研修会） 

【開催日】平成 30 年 8 月 19 日（日） 

 

（４）平成 30 年度兵庫県但馬地域合同防災訓練 

「マグニチュード 7.3 震度 6強を想定した防災訓練」  

メイン会場：香美町 サブ会場：豊岡市 新温泉町 他:連携会場 

【開催日】平成 30 年 9 月 2日（日） 

 

（５）平成 30 年度 全国「検査と健康展」 

【開催日】平成 30 年 10 月 7 日（日） 
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（６）平成 30 年度 ひょうご健康福祉まつり 

 「ふれあいの祭典～ふれあいフェスティバル in 東播磨～」 

【開催日】平成 30 年 10 月 20 日（土）～21 日（日） 

 

（７）兵庫県看護協会主催「看護フェア」 

【開催日】平成 30 年 11 月 17 日（土） 

 

（８）平成 30 年度 検査セミナー 「“婦人科領域のがん ”検査と治療 up to date」 

【開催日】平成 30 年 12 月 8 日（土） 

 

（９）平成 30 年度 新春セミナー 「大規模災害に学ぶ」 

【開催日】平成 31 年 1 月 5日（土） 

 

（10）平成 30 年度日臨技・兵臨技主催 多職種連携のための臨床検査技師能力開発講習会 

【開催日】平成 31 年 1 月 12 日（土）～ 13 日（日） 

 

（11）平成 30 年度 高校生向け HIV・STI 予防啓発キャンペーン 

【開催日】平成 30 年 10 月 20 日（土）～ 21 日（日）ひょうご健康福祉まつりでのパネル展示および資料配布 

【開催日】平成 31 年 1 月 21 日（月） 学校での講演活動 

 

（12）第 46 回 兵庫県医療職団体協議会合同研修会 

【開催日】平成 31 年 2 月 10 日（日） 

 

（13）第 24 回 兵庫県医学検査学会 第 28 回東播地区研修会 

【開催日】平成 31 年 2 月 16 日（土） 

 

 

【第２号議案】 
 

平成 30 年度 公益社団法人 兵庫県臨床検査技師会 決算報告 
《報告書類》貸借対照表、正味財産増減計算書、財務諸表に対する注記、財産目録 

収支予算事業別区分経理内訳表（G表） 

 

平成 30 年度 公益社団法人 兵庫県臨床検査技師会 監査報告 
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(単位:円)

当年度 前年度 増　減

1. 流動資産

現金 769,638 357,731 411,907

普通預金 11,416,864 10,604,682 812,182

振替口座 558,988 4,278,510 △ 3,719,522

未収金 0 0 0

前渡金 0 0 0

立替金 0 0

前払金 0 0

前払費用 0 47,232 △ 47,232

12,745,490 15,288,155 △ 2,542,665

2. 固定資産

(1)特定資産

功労賞預金 5,000,000 5,000,000 0

研修センター維持積立預金 2,532,372 2,532,068 304

特定資産合計 7,532,372 7,532,068 304

(2)その他の固定資産

什器備品 2,600,916 897,839 1,703,077

ソフトウェア 120,888 183,960 △ 63,072

保証金 2,500,000 2,500,000 0

その他の固定資産合計 5,221,804 3,581,799 1,640,005

12,754,176 11,113,867 1,640,309

25,499,666 26,402,022 △ 902,356

1. 流動負債

前受金 10,901,000 11,228,760 △ 327,760

預り金 55,913 41,713 14,200

流動負債合計 10,956,913 11,270,473 △ 313,560

2. 固定負債 0

固定負債合計 0 0 0

10,956,913 11,270,473 △ 313,560

14,542,753 15,131,549 △ 588,796

(7,531,761) (7,530,847) (605)

14,542,753 15,131,549 △ 588,796

25,499,666 26,402,022 △ 902,356

固定資産合計

貸　借　対　照　表

平成31年3月31日現在

科　　　　　　目

Ⅰ　資産の部

流動資産合計

正味財産合計

負債及び正味財産合計

資産合計

Ⅱ　負債の部

負債合計

Ⅲ　正味財産の部

一般正味財産

(うち特定資産への充当額)

13



当年度 前年度 増減

1. 経常増減の部
(1) 経常収益

受取入会金 12,000 28,000 △ 16,000
受取入会金 12,000 28,000 △ 16,000

受取会費 14,964,784 14,820,000 144,784
正会員受取会費 11,814,784 11,470,000 344,784

賛助会員受取会費 3,150,000 3,350,000 △ 200,000
事業収益 7,658,900 8,913,000 △ 1,254,100

参加費収益 7,158,900 7,328,000 △ 169,100
広告収益 500,000 1,585,000 △ 1,085,000

受託収益 833,520 816,490 17,030
日臨技受託金収益 46,750 0 46,750

兵庫県医師会受託金収益 752,598 777,924 △ 25,326
事務手数料収益 34,172 38,566 △ 4,394

受取助成金 1,431,000 1,302,500 128,500
日臨技受取助成金 1,431,000 1,302,500 128,500

受取寄付金 30,000 50,000 △ 20,000
受取寄付金収益 30,000 50,000 △ 20,000

雑収益 16,129 22,484 △ 6,355
受取利息 2,371 2,376 △ 5
雑収益 13,758 20,108 △ 6,350

24,946,333 25,952,474 △ 1,006,141
2. 経常増減の部
(1) 経常費用

【公益事業費】 17,716,436 15,437,873 2,278,563
給与手当 1,149,129 1,275,761 △ 126,632

臨時雇賃金 1,927,496 1,628,049 299,447
福利厚生費 381,419 314,407 67,012

会議費 67,000 191,513 △ 124,513
旅費交通費 2,856,699 2,712,418 144,281
通信運搬費 368,066 348,011 20,055
什器備品費 1,887,800 0 1,887,800
消耗品費 3,802,825 3,718,663 84,162

印刷製本費 536,320 711,630 △ 175,310
光熱水料 273,671 302,259 △ 28,588
賃借料 3,244,730 3,301,500 △ 56,770
諸謝金 926,215 735,946 190,269
諸会費 31,000 14,784 16,216

支払負担金 30,000 30,000 0
保守料 159,546 147,932 11,614
雑費 0 5,000 △ 5,000

減価償却費 74,520 0 74,520
【共益事業費】 6,415,099 5,788,520 626,579

給与手当 574,564 637,880 △ 63,316
臨時雇賃金 277,790 202,964 74,826
福利厚生費 112,183 97,483 14,700

会議費 810,380 891,029 △ 80,649
旅費交通費 329,490 266,620 62,870
通信運搬費 1,181,165 818,235 362,930
消耗品費 317,592 110,210 207,382

印刷製本費 1,545,696 1,495,197 50,499
光熱水料 103,271 114,060 △ 10,789
賃借料 919,182 934,020 △ 14,838
諸謝金 76,822 66,822 10,000
保守料 16,964 4,000 12,964

表彰制度運営費 150,000 150,000 0
【管理費】 3,415,594 2,773,135 642,459

給与手当 191,517 223,576 △ 32,059
臨時雇賃金 129,631 149,399 △ 19,768
福利厚生費 77,536 125,822 △ 48,286

会議費 8,800 13,046 △ 4,246
旅費交通費 747,200 607,850 139,350
通信運搬費 649,322 401,959 247,363
什器備品費 124,200 0 124,200
消耗品費 132,252 38,802 93,450
修繕費 68,040 0 68,040

光熱水料 139,425 153,979 △ 14,554
図書費 9,504 9,504 0
賃借料 379,176 379,176 0
諸会費 60,000 40,000 20,000

租税公課 1,500 600 900
委託費 259,200 259,200 0
慶弔費 131,886 114,930 16,956
保守料 5,732 3,300 2,432
雑費 3,198 2,684 514

減価償却費 297,475 249,308 48,167
27,547,129 23,999,528 3,547,601

2. 経常外増減の部 0
(1) 経常外収益 0

固定資産除却益 0 0 0
0 0 0

(2) 経常外費用
固定資産除却損 0 0 0

0 0 0
0

当期正味財産増減額 △ 2,600,796 1,952,946 △ 4,553,742
正味財産期首残高 15,131,549 13,178,603 1,952,946
正味財産期末残高 14,542,753 15,131,549 △ 588,796

経常費用計

経常外収益計

経常外費用計
Ⅱ　正味財産期末残高

正味財産増減計算書
平成30年4月1日から平成31年3月31日まで

(単位:円)
科　　　目

Ⅰ　一般正味財産増減の部

経常収益計
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(単位:円)

場所・物量等 使用目的等 金額

1. 流動資産

現金 手元有高 本部現金 769,638

普通預金 三井住友銀行　普通預金　№7433099 本部預金 11,416,864

ゆうちょ銀行  普通預金　№14360-92177441 本部預金 0

三井住友銀行　普通預金　№8539881 精度管理事業(参加費等振込先) 0

振替口座 ゆうちょ銀行　振替口座　№001180-5-5170 会費等振込先 558,988

前渡金 0

立替金 0

前払費用 0

12,745,490

2. 固定資産

(1)特定資産

功労賞預金 三菱UFJ信託銀行　定期預金　№27713007 功労賞、奨励賞授与等運営費 5,000,000

研修ｾﾝﾀｰ維持積立預金 みずほ銀行　定期預金　№6144828 研修センター維持運営費 2,532,372

7,532,372

(2)その他の固定資産

什器備品 事務所設置機器(電話機、パソコン等) 事務所運営 2,600,916

ソフトウェア ソフト(PCA公益法人会計V.12) 事務所会計処理 120,888

保証金 東洋ビル４階フロアー賃借契約敷金 事務所、研修センター借上 2,500,000

5,221,804

12,754,176

25,499,666

1. 流動負債

未払金 0

前受金 平成30年度会費等(正会員、賛助会員、広告料) 10,901,000

預り金 社会保険料 55,913

10,956,913

2. 固定負債

0

10,956,913

14,542,753

特定資産合計

財　産　目　録
平成31年3月31日現在

科　　　　　　目

Ⅰ　資産の部

流動資産合計

負債合計

正味財産合計

その他の固定資産合計

固定資産合計

資産合計

Ⅱ　負債の部

流動負債合計

固定負債合計
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(1) 固定資産の減価償却の方法

(2)

(3) 消費税等の会計処理

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

5,000,000 0 0 5,000,000

2,532,372 304 0 2,532,372

7,532,372 304 0 7,532,372

取得価額
減価償却
累計額

当期末残高 備考

4,623,097 2,022,181 2,600,916 下記表参照

315,360 194,472 120,888 下記表参照

4,938,457 2,216,653 2,721,804

購入年月 耐用年数 取得価額
減価償却
累計額

当期末残高

H18.03 6年 315,000 314,999 1

H21.02 5年 987,000 986,999 1

H23.01 5年 135,721 135,720 1

H27.03 5年 100,688 82,226 18,462

H27.03 5年 100,688 82,226 18,462

H29.03 5年 162,000 67,500 94,500

H29.03 5年 162,000 67,500 94,500

H29.07 6年 648,000 189,378 458,622

H30.12 5年 1,242,000 82,800 1,159,200

H31.03 5年 770,000 12,833 757,167

4,623,097 2,022,181 2,600,916

購入年月 耐用年数 取得価額
減価償却
累計額

当期末残高

H28.03 5年 315,360 194,472 120,888

合　　　計

財務諸表に対する注記

１.重要な会計方針

定額法による減価償却を実施しています。

資産の範囲

資産の範囲は、現金、預貯金、未収金、未払金、前受金、前払金、預り金、立替金を含めます。

税込方式を採用しています。

２.特定資産の増減額及びその残高

特定資産の増減額及び当期末残高は次のとおりです。

預金名

功労賞預金

研修センター維持積立預金

パソコン

３.固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は次のとおりです。

品　名

什器備品

ソフトウェア

合　計

【什器備品】

品　名

電話機

精度管理事業支援システム

ノートパソコン

パソコン

ソフトウェア

ノートパソコン

ノートパソコン

合　計

【ソフトウェア】

品　名

エアコン

プロジェクター

物忘れプログラム

16



記載要領　：　下表の水色欄(■部分）を記載してください。また、必要に応じて、行を追加・削除してください。

(単位：円）

公１ 公２ 公３ 共通 小計 他１ 他2 共通 小計

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（１）経常収益

基本財産運用益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

基本財産受取利息 0 0 0

基本財産受取配当金 0 0

特定資産運用益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

特定資産受取利息 0 0 0

受取入会金 0 0 12,000 0 12,000

受取入会金 0 0 12,000 0 12,000

受取会費 2,040,000 1,114,784 3,203,000 0 6,357,784 2,300,000 3,000,000 0 5,300,000 3,307,000 0 14,964,784

会員受取会費 1,040,000 114,784 2,053,000 0 3,207,784 2,300,000 3,000,000 0 5,300,000 3,307,000 0 11,814,784

賛助会員受取会費 1,000,000 1,000,000 1,150,000 0 3,150,000 0 0 0 0 0 0 3,150,000

事業収益 0 3,625,000 2,842,500 0 6,467,500 691,400 500,000 0 1,191,400 0 0 7,658,900

参加費収益 0 3,625,000 2,842,500 0 6,467,500 596,400 0 0 596,400 0 0 7,063,900

広告収益 0 0 0 0 0 500,000 0 500,000 0 0 500,000

新春交流会 0 0 0 0 0 95,000 0 0 95,000 0 0 95,000

受託収益 0 752,598 0 0 752,598 0 0 0 0 80,922 0 833,520

　日臨技受託金 0 0 0 0 0 0 0 46,750 0 46,750

兵庫県医師会 0 752,598 0 0 752,598 0 0 0 0 0 0 752,598

34,172 34,172

助成金収益 500,000 0 931,000 0 1,431,000 0 0 0 0 0 0 1,431,000

日臨技助成金 500,000 931,000 0 1,431,000 0 0 0 0 0 0 1,431,000

受取寄付金 0 0 30,000 0 30,000 0 0 0 0 0 0 30,000

受取寄付金 0 0 30,000 0 30,000 0 0 0 0 0 0 30,000

雑収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 16,129 0 16,129

受取利息 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2,371 0 2,371

雑収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0 13,758 0 13,758

経常収益計 2,540,000 5,492,382 7,006,500 0 15,038,882 2,991,400 3,500,000 0 6,491,400 3,416,051 0 24,946,333

平成30年4月1日から平成31年3月31日まで

法人コード A009122

法人名 公益社団法人　兵庫県臨床検査技師会

【別表G】収支予算の事業別区分経理の内訳表

公益目的事業会計
法人会計

内部取引
控除

合計

事務手数料

科     目
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(単位：円）

公１ 公２ 公３ 共通 小計 他１ 他2 共通 小計

平成30年4月1日から平成31年3月31日まで

法人コード A009122

法人名 公益社団法人　兵庫県臨床検査技師会

【別表G】収支予算の事業別区分経理の内訳表

公益目的事業会計
法人会計

内部取引
控除

合計科     目

（２）経常費用

事業費 3,730,497 5,530,632 8,455,307 0 17,716,436 2,967,566 3,447,533 0 6,415,099 0 0 24,131,535

給料手当 421,348 383,042 344,739 0 1,149,129 248,978 325,586 574,564 1,723,693

臨時雇賃金 444,460 945,095 537,941 0 1,927,496 166,674 111,116 277,790 2,205,286

退職給付費用 0 0 0 0 0 0 0 0 0

福利厚生費 140,230 95,353 145,836 0 381,419 67,312 44,871 112,183 493,602

会議費 67,000 0 0 0 67,000 810,380 0 810,380 877,380

旅費交通費 544,821 298,310 2,013,568 0 2,856,699 275,200 54,290 329,490 3,186,189

通信運搬費 12,774 320,924 34,368 0 368,066 152,184 1,028,981 1,181,165 1,549,231

減価償却費 0 0 74,520 0 74,520 0 0 0 74,520

消耗什器備品費 256,666 256,667 1,374,467 0 1,887,800 0 0 0 1,887,800

消耗品費 394,148 2,370,434 1,038,243 0 3,802,825 182,055 135,537 317,592 4,120,417

修繕費 0 0 0 0 0 0 0 0 0

印刷製本費 100,220 316,100 120,000 0 536,320 0 1,545,696 1,545,696 2,082,016

燃料費 0 0 0 0 0 0 0 0 0

光熱水料費 51,635 87,782 134,254 0 273,671 61,963 41,308 103,271 376,942

調査費 0 0 0 0 0 0 0 0 0

賃借料 968,194 276,768 1,999,768 0 3,244,730 761,034 158,148 919,182 4,163,912

保険料 0 0 0 0 0 0 0 0 0

諸謝金 264,701 33,411 628,103 0 926,215 76,822 0 76,822 1,003,037

諸会費 31,000 0 0 0 31,000 0 0 0 31,000

図書費 0 0 0 0 0 0 0 0 0

渉外費 0 0 0 0 0 0 0 0 0

表彰制度運営費 0 0 0 0 0 150,000 0 150,000 150,000

負担金 30,000 0 0 0 30,000 0 0 0 30,000

租税公課 0 0 0 0 0 0 0 0 0

支払負担金　 0 0 0 0 0 0 0 0 0

支払助成金 0 0 0 0 0 0 0 0 0

支払寄付金 0 0 0 0 0 0 0 0 0

委託費 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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(単位：円）

公１ 公２ 公３ 共通 小計 他１ 他2 共通 小計

平成30年4月1日から平成31年3月31日まで

法人コード A009122

法人名 公益社団法人　兵庫県臨床検査技師会

【別表G】収支予算の事業別区分経理の内訳表

公益目的事業会計
法人会計

内部取引
控除

合計科     目

有価証券運用損 0 0 0 0 0 0 0 0 0

広報費 0 0 0 0 0 0 0 0 0

保守料 3,300 146,746 9,500 0 159,546 14,964 2,000 16,964 176,510

記念事業 0 0 0 0 0 0 0 0 0

雑費 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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(単位：円）

公１ 公２ 公３ 共通 小計 他１ 他2 共通 小計

平成30年4月1日から平成31年3月31日まで

法人コード A009122

法人名 公益社団法人　兵庫県臨床検査技師会

【別表G】収支予算の事業別区分経理の内訳表

公益目的事業会計
法人会計

内部取引
控除

合計科     目

管理費 3,415,594 0 3,415,594

役員報酬 0 0

給料手当 191,517 191,517

臨時雇賃金 129,631 129,631

退職給付費用 0 0

福利厚生費 77,536 77,536

会議費 8,800 8,800

旅費交通費 747,200 747,200

通信運搬費 649,322 649,322

減価償却費 297,475 297,475

消耗什器備品費 124,200 124,200

消耗品費 132,252 132,252

修繕費 68,040 68,040

印刷製本費 0 0

燃料費 0 0

光熱水料費 139,425 139,425

賃借料 379,176 379,176

保険料 0 0

諸謝金 0 0

租税公課 1,500 1,500

諸会費 60,000 60,000

慶弔費 131,886 131,886

図書費 9,504 9,504

支払負担金　 0 0

支払寄付金 0 0

支払利息 0 0

委託費 259,200 259,200

有価証券運用損 0 0

広報費 0 0

保守料 5,732 5,732
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(単位：円）

公１ 公２ 公３ 共通 小計 他１ 他2 共通 小計

平成30年4月1日から平成31年3月31日まで

法人コード A009122

法人名 公益社団法人　兵庫県臨床検査技師会

【別表G】収支予算の事業別区分経理の内訳表

公益目的事業会計
法人会計

内部取引
控除

合計科     目

0 0

雑費 3,198 3,198

固定資産支出 0 0

経常費用計 3,730,497 5,530,632 8,455,307 0 17,716,436 2,967,566 3,447,533 0 6,415,099 3,415,594 0 27,547,129

評価損益等調整前当期経常増減額 △ 1,190,497 △ 38,250 △ 1,448,807 0 △ 2,677,554 23,834 52,467 0 76,301 457 0 △ 2,600,796

基本財産評価損益等 0 0 0

特定資産評価損益等 0 0 0

投資有価証券評価損益等 0 0 0

評価損益等計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

当期経常増減額 △ 1,190,497 △ 38,250 △ 1,448,807 0 △ 2,677,554 23,834 52,467 0 76,301 457 0 △ 2,600,796

２．経常外増減の部

（１）経常外収益

0 0 324,000 324,000

経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0 324,000 0 324,000

（２）経常外費用

0 0 0 0

経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 324,000 0 324,000

他会計振替額 0 0 0

当期一般正味財産増減額 △ 1,190,497 △ 38,250 △ 1,448,807 0 △ 2,677,554 23,834 52,467 0 76,301 324,457 0 △ 2,276,796

ソフトウェア購入費

固定資産取得額

固定資産除却損
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